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空港24時間化、水道民営化は撤回し、
　　コロナや災害で困っている人への支援策を最優先に

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
災
害
公
営
住
宅
の
特
別
家
賃

低
減
制
度
、
収
入
超
過
世
帯
へ

の
家
賃
賦
課
、
家
賃
低
廉
化
な

ど
の
課
題
は
、
市
町
任
せ
で
は

な
く
県
が
主
導
し
て
支
援
を
。

■
知
事

　
被
災
市
町
が
行
う
災
害
公
営

住
宅
の
管
理
運
営
を
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
く
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
災
害
公
営
住
宅
で
の
孤
独
死

は
昨
年
末
ま
で
１
９
６
名
。
入

居
者
の
健
康
調
査
を
今
年
度
で

終
了
せ
ず
継
続
す
べ
き
。
仙
台

市
と
石
巻
市
か
ら
継
続
の
声
が

あ
り
、２
市
は
独
自
で
も
や
る
。

１
０
０
％
国
の
交
付
金
を
使
え

る
の
だ
か
ら
県
が
行
う
べ
き
。

■
知
事

　
今
年
度
で
終
了
す
る
。
各
市

町
か
ら
通
常
の
保
健
福
祉
分
野

で
調
査
す
る
と
い
う
声
が
多
数

で
あ
っ
た
。
県
の
意
向
で
切
り

変
え
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
健
康
調
査
は
や
め
る
、
生
活

支
援
相
談
員
は
３
割
も
減
ら

す
、
４
千
世
帯
も
未
受
給
者
を

残
し
て
被
災
者
生
活
支
援
金
制

度
の
加
算
金
申
請
も
締
め
切
る

の
で
は
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
復
興
」は
言
葉
倒
れ
だ
。

　
東
日
本
台
風
か
ら
の
復
旧
で

は
、
特
に
丸
森
町
が
深
刻
な
状

況
な
の
で
応
援
職
員
を
求
め

る
。
ま
た
、
被
災
家
屋
の
公
費

解
体
の
申
請
期
間
は
被
災
者
の

状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
を

国
に
求
め
る
べ
き
。

■
知
事

　
更
な
る
技
術
職
員
の
派
遣
は

困
難
。
市
町
村
か
ら
公
費
解
体

に
関
す
る
要
望
が
あ
れ
ば
、
国

に
対
し
て
働
き
か
け
を
行
う
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
福
島
県
沖
地
震
に
つ
い
て
、

被
害
の
実
態
を
調
査
し
、
災
害

救
助
法
適
用
な
ど
を
国
に
求
め

る
姿
勢
が
必
要
。
ま
た
、
国
の

財
政
支
援
を
活
用
し
、
県
独
自

の
生
活
や
住
宅
再
建
の
新
制
度

を
創
設
す
べ
き
。

■
知
事

　

被
害
の
実
態
は
現
在
調
査

中
。
丁
寧
に
調
査
し
被
害
の
全

容
把
握
に
努
め
る
。
災
害
救
助

法
適
用
な
ど
は
把
握
し
た
被
害

状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
市
町
村
に
お
い
て
、
被
災
者

台
帳
の
作
成
や
災
害
ケ
ー
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
取
り
組
め
る
よ

う
、
県
が
支
援
す
べ
き
。

■
知
事

　
被
災
者
台
帳
の
整
備
は
４
月

か
ら
復
興
危
機
管
理
部
が
担

い
、
市
町
村
に
対
し
整
備
を
促

す
。
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
市
町
村
が
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
。
県
は
情
報
提
供
を
行

い
支
援
す
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
拡
大
し

た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
、
仙

台
市
内
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
一

か
所
と
せ
ず
、
施
設
へ
の
訪
問

接
種
や
地
域
ご
と
に
採
取
で
き

る
場
所
を
確
保
す
る
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
需
要
を
ふ
ま
え
、
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
以
外
も
検
討
す
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
情
報
は
早

期
か
つ
正
確
に
発
信
し
、
か
か

り
つ
け
医
で
の
個
別
接
種
も
可

能
と
な
る
よ
う
、
事
務
作
業
へ

の
費
用
負
担
支
援
や
資
料
作

成
、
相
談
窓
口
設
置
等
に
つ
い

て
対
応
す
べ
き
。

■
知
事

　
国
に
要
望
し
情
報
発
信
に
努

め
る
。
県
は
体
制
作
り
を
支
援

し
、
個
別
接
種
時
の
医
療
機
関

の
費
用
の
支
援
や
資
料
提
供
を

行
う
。
相
談
窓
口
も
市
町
村
で

は
対
応
困
難
な
副
反
応
な
ど
専

門
的
な
相
談
に
対
応
す
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
民
青
同
盟
が
学
生
へ
の
食
糧

支
援
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

切
実
な
声
を
県
に
届
け
た
。
学

費
返
還
等
を
行
っ
た
大
学
等
へ

の
支
援
や
居
住
実
績
の
な
い
期

間
の
家
賃
支
援
、
県
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
採
用
等
を
実
施
す
べ
き
。

■
知
事

　
独
自
の
授
業
料
減
免
を
行
っ

た
国
立
大
学
や
私
立
大
学
に
国

か
ら
支
援
が
あ
る
。
家
賃
を
含

め
た
生
活
費
に
充
当
で
き
る
国

の
「
学
び
の
継
続
の
た
め
の
学

生
支
援
緊
急
給
付
金
」
や
宮
城

県
社
協
の
「
教
育
支
援
資
金
」

が
あ
る
。
県
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

等
の
雇
用
創
出
に
つ
い
て
は
、

民
間
等
で
の
雇
用
機
会
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
て
い
く
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
女
性
を
雇
用
の
調
整
弁
に
使

う
差
別
的
労
働
状
況
を
抜
本
的

に
改
善
し
、
雇
用
・
賃
金
差
別

の
是
正
に
向
け
た
法
整
備
を
国

に
求
め
、
県
内
企
業
に
も
改
善

を
要
請
す
べ
き
。
ま
た
、
我
が

国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
は
世
界
１
２
１
位
と
圧
倒

的
に
遅
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
国
政
・
県
政
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
推
進
し
て
い
く
べ

き
。

■
知
事

　
雇
用
管
理
指
導
は
国
が
担
う

も
の
。
県
も
県
内
経
済
団
体
に

対
す
る
要
請
等
を
行
う
。
ま
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
尊
厳
を
も
っ

て
誰
も
が
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
す
上
で
大
変
重
要
。

そ
の
視
点
に
配
慮
し
た
県
政
運

営
に
努
め
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
生
活
保
護
の
開
始
に
当
た
っ

て
は
、
扶
養
照
会
の
廃
止
や
自

動
車
保
有
に
関
す
る
弾
力
運
用

の
徹
底
を
求
め
る
。

■
知
事

　
申
請
者
の
特
別
な
事
情
を
考

慮
し
な
が
ら
柔
軟
な
取
り
扱
い

が
可
能
で
あ
り
適
切
に
実
施
し

て
い
く
。

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
厳
し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
中
小
企
業
の
支
援
と

し
て
、
持
続
化
給
付
金
の
支
給

対
象
の
拡
大
と
再
支
給
を
国
に

要
望
す
る
と
と
も
に
、
県
独
自

の
給
付
を
事
業
規
模
に
応
じ
て

実
施
す
べ
き
。

福
島
か
ず
え
県
議
の
代
表
質
問
（
２
／
25
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
拡
充
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
、困
っ
て
い
る
人
へ
支
援
を

　
福
島
か
ず
え
県
議
　

　
コ
ロ
ナ
化
で
航
空
便
が
大
幅

に
減
少
す
る
中
、
需
要
の
見
込

み
及
び
国
へ
申
請
す
る
具
体
的

な
航
空
便
は
あ
る
の
か
。

■
知
事

　
仙
台
国
際
空
港
株
式
会
社
に

は
、
航
空
会
社
か
ら
就
航
に
向

け
た
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

緊
急
性
、必
要
性
が
な
い

　
　
仙
台
空
港
24
時
間
化
は
撤
回
を

大
震
災
10
年
、東
日
本
台
風
か
ら
１
年
半
、

生
活
再
建
は
み
ち
な
か
ば

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
（
運
営
会
社
と
の
）
契
約
書

で
は
５
年
に
一
度
の
料
金
改
定

の
議
決
だ
け
し
か
議
会
が
運
営

に
関
わ
れ
ず
議
会
軽
視
だ
。
ま

た
、
県
の
監
査
や
包
括
外
部
監

査
の
対
象
か
ら
も
外
れ
る
の
か
。

■
公
営
企
業
管
理
者

　
年
一
回
の
議
会
へ
の
報
告
を

条
例
で
規
定
す
る
。（
運
営
会

社
の
業
務
は
）
直
接
、
定
期
監

査
等
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
今
ま
で
通
り
の
議
会
の
調
査

権
は
あ
る
の
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
運

営
会
社
）
に
調
査
権
は
及
ぶ
の

か
。

■
公
営
企
業
管
理
者

　
調
査
・
監
査
対
象
に
は
な
ら

な
い
。（
仮
）
経
営
審
査
委
員

会
を
設
置
し
報
告
す
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
市
町
村
の
水
道
、
下
水
道
、

浄
化
槽
事
業
ま
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が

受
託
で
き
、
蛇
口
か
ら
ト
イ
レ

ま
で
「
独
占
」
で
き
る
。
水
道

法
改
定
で
県
が
「
市
町
村
水
道

広
域
化
」の
推
進
役
に
な
っ
た
。

（
将
来
的
に
）
市
町
村
水
道
の

広
域
化
と
県
事
業
と
の
経
営
統

合
が
進
め
ば
、
県
の
管
路
の
み

な
ら
ず
、
市
町
村
の
水
道
・
下

水
道
の
管
路
等
、
工
事
は
（
Ｓ

Ｐ
Ｃ
が
）
独
占
発
注
し
株
主
企

業
や
協
力
企
業
が
独
占
受
注
す

る
こ
と
も
可
能
。
そ
れ
が
民
営

化
の
狙
い
で
は
な
い
か
。

■
知
事

　
市
町
村
が
希
望
す
る
場
合
は

（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
）
受
託
で
き
る
制

度
に
し
て
お
り
、
県
と
の
垂
直

連
携
も
実
施
可
能
な
仕
組
み
と

し
て
い
る
。

　
福
島
か
ず
え
県
議　

　
上
下
水
道
は
県
が
将
来
に
わ

た
っ
て
安
全
安
心
で
安
価
、
安

定
的
に
県
民
に
責
任
を
も
っ
て

提
供
す
べ
き
。

上
下
水
道
「
民
営
化
」
は
中
止
を


